
● 三春春まつり春の行事を広く PR します／ふくしまデスティネーションキャンペーンを行います／異動の
手続きをお忘れなく／新たに 70 歳になる方の窓口負担が変更になります／行政支援相談業務を実施します

今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：中央児童館に鬼がやってきた！　関連記事 15 ページ）



　

今
年
も
、
三
春
の
４
月
・
５
月
を
彩
る
行
事
を
あ
つ
め
て
、「
三
春
春
ま
つ
り
」
と
し
て

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

春
を
告
げ
る
「
水
芭
蕉
」
や
町
中
を
桜
色
に
染
め
る
「
桜
」
た
ち
、
山
す
そ
を
可
憐
に
お

お
う
「
カ
タ
ク
リ
」
の
花
な
ど
、
三
春
の
春
は
花
々
に
彩
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
神
社
の
お
祭
り
や
、
花
祭
り
・
稚
児
行
列
な
ど
の
伝
統
あ
る
行
事
。
さ
ら
に

は
、
平
成
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
三
春
時
代
行
列
」。
た
く
さ
ん
の
人
の
賑
わ
い
と
と
も
に
、

三
春
の
春
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
事
業
を
「
三
春
春
ま
つ
り
」
参
加
事
業
と
し
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

三
春
春
ま
つ
り

　
　
春
の
行
事
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

昨年の満開の滝桜

　

日
本
を
代
表
す
る
枝
垂
れ
桜
で
あ
る
三
春
滝
桜
を
は
じ
め
、
町
内
の
桜
が
今
年
も
華
麗
な

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
は
、
次
の
と
お
り
滝
桜
観
桜
対
策
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
観
光
客
の
受
入
れ
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼ 

観
桜
期
間　
４
月
５
日（
土
）～
５
月
５
日（
月
）

▼ 

観
桜
時
間　
午
前
６
時
～
午
後
６
時

　
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
は
、
午
後
９
時
ま
で
）

▼ 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間　

　
４
月
12
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）

※ 

開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
動
あ
り

▼ 

観
桜
料　

　

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※ 

詳
細
は
、「
広
報
み
は
る
４
月
号
」
な
ど
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す

▼ 

問　
三
春
町
観
光
協
会 

☎
62-

３
６
９
０

　

三
春
春
ま
つ
り
事
業
の
一
環
と
し
て
「
三
春
桜
歌
謡
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
４
月
20
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

▼ 

出
演
者　
大
泉
逸
郎
、
真
木
こ
と
み
、
瀬
口
侑
希

▼ 

料
金　
２
、５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

▼ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始　
３
月
１
日
（
土
）

▼ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」・
三
春
町
観
光
協
会

▼ 

問　
三
春
町
観
光
協
会 

☎
62-

３
６
９
０

　

震
災
か
ら
の
更
な
る
復
興
と
三
春
の
新
し
い
行
事
と
し
て
育
て
上
げ
る
た
め
、
今
年
も
三

春
の
歴
史
を
彩
っ
た
文
化
と
文
物
を
再
現
す
る
「
三
春
時
代
行
列
」
を
行
い
ま
す
。
参
加
者

な
ど
は
、
各
団
体
な
ど
を
通
し
て
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
で
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
５
月
５
日
（
月
・
こ
ど
も
の
日
） 

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

内
容　
① 

出
陣
式 

② 

時
代
行
列 

③ 

演
舞 

④
郷
土
芸
能
披
露

▼ 

時
代
行
列
内
容（
予
定
）　
田
村
公
四
代
行
列

※ 

１
５
０
４
年
の
三
春
築
城
か
ら
５
１
０
年
目
に
あ
た
る
今

年
は
、
三
春
に
入
城
し
た
田
村
家
の
時
代
を
中
心
に
取
り

上
げ
る
予
定
で
す
。

▼ 
行
列
コ
ー
ス（
予
定
）　
大
町
・
中
町
・
荒
町
周
辺

▼ 
問　
三
春
時
代
行
列
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
三
春
町
観
光
協
会
内
）
☎
62-

３
６
９
０

✿ 

三
春
春
ま
つ
り
期
間　
４
月
１
日
（
火
） 

～ 

６
月
１
日
（
日
）

滝
桜
観
光
対
策
を
実
施
し
ま
す

三
春
桜
歌
謡
祭
を
開
催
し
ま
す

三
春
時
代
行
列
を
開
催
し
ま
す

昨年の時代行列のようす

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 

☎
62-
３
９
６
０
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● 

三
春
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
に
入
っ
て
三
春
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

○ 

三
春
町
に
つ
い
て
知
り
た
い
！

○ 

三
春
町
の
良
さ
を
伝
え
た
い
！

○ 

三
春
町
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
！

○ 

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ
て
輝
き
た
い
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
そ
ん
な
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
年
齢
性
別
関
係
な
く

誰
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け

ま
す
！

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

　

 

ド
の
会
事
務
局
（
三
春
町
観
光
協
会
内
）

　

 

☎
62-

３
６
９
０

　

平
成
27
年
春
に
「
福
が
満
開
、
福
の
し
ま
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
た
「
ふ
く
し
ま
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
、
福
島
県
全
域
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
は
、
地
元
観
光
関
係
者
や
自
治
体
、
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
協
力
し
、
全
国
の
旅
行
会
社
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
一
定
期
間
重
点
的
か
つ

集
中
的
に
全
国
で
宣
伝
販
売
が
展
開
さ
れ
る
国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
の
春
に
は
プ
レ
Ｄ
Ｃ
と
し
て
、「
福
が
満
開
、
福
の
し
ま
。」
福
島
県

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
春
町
へ
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
訪
問
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｃ
本
番
に
向
け
て
の
準
備
も
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
組
み
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す

✿ 

プ
レ
Ｄ
Ｃ
期
間　
　
　
　
　
平
成
26
年
４
月 

～ 

６
月

✿ 

Ｄ
Ｃ
本
番
期
間　
　
　
　
　
平
成
27
年
４
月 

～ 

６
月

✿ 

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
期
間　
　
　
平
成
28
年
４
月 
～ 

６
月

● 

町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

○ 

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

　

お
客
様
だ
け
で
な
く
、
す
れ
違
う
方
に
は

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

笑
顔
で
お
迎
え
／
お
見
送
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
！
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

観
光
バ
ス
な
ど
を
み
た
ら
、
手
を
振
り
ま
し
ょ
う

　

三
春
町
に
来
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
手
を
振
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

　

清
掃
や
花
を
植
え
る
な
ど
、
気
持
ち
よ
く

訪
問
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

三
春
町
の
い
い
と
こ
ろ
や
隠
れ
た
名
所

　
な
ど
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　

じ
つ
は
こ
ん
な
美
味
し
い
も
の
が･･･

こ
ん
な

め
ず
ら
し
い
も
の
が･･･

な
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん

だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
情
報
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊
募
集

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
で
、
み
ん
な
で
お
そ
ろ
い
の
缶
バ
ッ
チ
を
付
け
て
、

お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
ま
せ
ん
か
？
福
島
を
訪
れ
る
人
を
み
ん
な
で

お
も
て
な
し
す
る
気
持
ち
を
お
客
様
に
伝
え
、「
福
島
に
ま
た
来
た
い
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
福
島
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
活
動
で
す
。
ふ
く
し

ま
Ｄ
Ｃ
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

お
も
て
な
し
活
動
宣
言
書
で
申
込
み
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
し
、
缶
バ
ッ
チ
が
届
い
た
ら
、
お
も
て
な
し
活
動
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

申
込
先　
「
福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊
」
運
営
事
務
局 

　

〒
９
６
０-

２
１
５
３ 

福
島
市
庄
野
字
清
水
尻
１-

10
（
株
）
山
川
印
刷
所
内

　

☎
０
２
４-

５
６
３-

６
９
０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４-

５
９
３-

５
５
０
２

◆ 

問　
福
島
県
観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
事
務
局
（
福
島
県
観
光
交
流
課
内
）

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
３
９
８
（
福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊
で
検
索
）

ふ
く
し
ま
キ
ビ
タ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

県
内
の
花
の
名
所
２
０
０
か
所
を
ま
わ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。
県
内
７
エ
リ
ア
に
ス
タ

ン
プ
が
あ
り
、
ス
タ
ン
プ
を
た
く
さ
ん
揃
え
る
と
豪
華
景
品
が
あ
た
り
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
は
、
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
な
ど
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

◆ 

期
間　
３
月
21
日
（
金
）
～
６
月
30
日
（
月
）

◆ 

三
春
町
内
設
置
場
所　
（　
）
内
は
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　

三
春
滝
桜
（
滝
桜
大
駐
車
場
・
観
桜
期
間
の
み
）、
真
照
寺
の
水
芭
蕉
（
昭
進
堂
）、
カ
タ
ク

リ
の
里
（
三
春
茶
屋
）、
三
春
ハ
ー
ブ
花
ガ
ー
デ
ン
（
同
）、
城
山
公
園
（
観
光
協
会
）

リ
ア
ル
宝
探
し
ゲ
ー
ム
in
福
島
「
コ
ー
ド
F-

４
」

　

地
図
の
謎
を
解
き
、
宝
箱
を
探
す
ゲ
ー
ム
で
す
。
三
春
町
を
は
じ
め
、
県
内
20
か
所
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
報
告
所
へ
報
告
す
る
と
、
必
ず
も
ら
え
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。
チ
ラ
シ
な
ど
は
、
小
中
学
校
を
通
し
て
配
布
さ
れ
る

ほ
か
、
観
光
協
会
な
ど
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

◆ 

期
間　
３
月
21
日
（
金
）
～
８
月
31
日
（
日
）

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

３
９
６
０

　
　
　

 

三
春
町
観
光
協
会 
☎
62-

３
６
９
０
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異動届の種類 どんなとき いつ

転入届
他の市町村から
引っ越してきたとき

転入した日から14日以内に
転出証明書が必要です。

町内で住所が
変わったとき 転居した日から14日以内

他の市町村へ
引っ越すとき

  転出する日まで
（転出後14日以内を含む）転出届

転居届

　

３
月
・
４
月
は
、
就
職
や
転
勤
、
入
学
な
ど
、
１
年
で
最
も
住
所
の
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

　

三
春
町
か
ら
引
越
し
す
る
皆
さ
ん
、
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
引
越
し
し
て
き
た
皆
さ
ん
、
住

所
異
動
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
の
異
動
手
続
き
と
一
緒
に
行
う

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 異動届手続き一覧

● ３月 30 日・４月６日
　 日曜窓口
 　午前８時 30 分〜 12 時
● 毎週水曜日（祝日を除く） 　 
　延長窓口　午後７時まで

　転入や転出の際には、次の届け出も必要となります。
● 電気　東北電力コールセンター ☎ 0120-175-266
● ガス　各取引店
● 電話　ＮＴＴ ☎ 0120-116-000
● 郵便　三春郵便局　☎ 62-2800
● 運転免許証　田村警察署　☎ 62-2121
● 金融機関など
● 軽自動車の名義変更・廃車などの手続き
● 防災行政無線　総務課 自治防災グループ　☎ 62-1114
● 水道の手続き→ 19 ページ参照

住
民
異
動
届

※ 住民基本台帳カードを持っている場合、住基カードによる転
　出手続きを行うこととなります。窓口にて住基カードを提示
　してください。また、転出届を役場窓口へ事前に郵送してお
　くことにより直接転入地で手続きを行うことができます。

印
鑑
登
録

▼ 

住
民
課
（
役
場
窓
口
）
☎
62-
８
１
２
６

　

印
鑑
と
運
転
免
許
証
な
ど
、
届
け
出
を
す

る
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

住
民
課
（
役
場
窓
口
）
☎
62-

８
１
２
６

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証
を
返
納

し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
の
手
続
き
を
さ
れ
る

と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

新
し
く
印
鑑
登
録
を
す
る
時
は
、
登
録
す

る
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
な
る
べ
く
ご
本

人
が
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
に
よ
る
登
録
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
登
録
し
、
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
で
、
登
録
さ
れ

る
方
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

▼ 

住
民
課
（
役
場
窓
口
）
☎
62-

８
１
２
６

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
転
入
先

で
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
住
基
カ
ー
ド

を
お
持
ち
に
な
っ
て
転
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

三
春
町
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

る
方
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
証
お
よ

び
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
カ
ー
ド
を
外
部
に
委
託
し
て
い
ま
す

の
で
、
交
付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

▼ 

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
証
を

返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
職

場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

小
中
学
校　
教
育
委
員
会

窓
口
か
ら
の
お
願
い

▼ 

教
育
課 

☎
62-

６
３
１
０

　

転
入
・
転
出
さ
れ
る
場
合
で
、
小
・
中
学

生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
は
、
転
校
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
窓
口
で
異
動
届
を
行
っ
た

後
に
、
教
育
委
員
会
教
育
課
（
役
場
３
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転入・転出の手続きは、

次のときにもできますの

でご利用ください

その他の手続きも忘れずに！

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
請
求
を
で
き
る
方
は
、
次

の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
委
任

状
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼ 

住
民
票　
本
人
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
人
（
世

　

帯
分
離
を
し
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

▼ 

戸
籍
、附
票　
本
人
、配
偶
者
、直
系
血
族
（
父

　

母
、
祖
父
母
、
子
、
孫
な
ど
）

▼ 

身
分
証
明
書　
本
人

　

窓
口
に
お
い
で
に
な
っ
た
方
の
ご
本
人
様
確
認

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

１
種
類
で
確
認
す
る
も
の　

運
転
免
許

証
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
な
ど
顔
入
り

の
公
的
機
関
の
発
行
し
た
身
分
証

▽ 

２
種
類
を
組
み
合
わ
せ
て
確
認
す
る
も
の

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど

4



合
で
は
な
く
、
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ

た
一
部
負
担
金
の
割
合
と
な
り
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
必
ず
高
齢
受
給
者
証

も
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

住
所
異
動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
証
の
使
用
に
つ
い
て

　

こ
の
時
期
は
住
所
異
動
を
さ
れ
る
方
が
多

く
な
り
ま
す
。
三
春
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
る
方
が
転
出
・
転
居
し
た
場
合
、

お
持
ち
の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
転

入
先
で
受
け
取
っ
た
保
険
証
ま
た
は
転
居
先

住
所
の
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
三
春
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
三
春

町
交
付
の
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き
、

加
入
す
る
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
62-

３
１
６
６

5

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

平
成
26
年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
新
た
に
70
歳
に
な

る
方
の
窓
口
負
担
金
が
２
割
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
70
歳
に
な
っ
て
い
る

方
は
引
き
続
き
窓
口
負
担
が
１
割
の
ま
ま
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
役
並
み
所
得
者
（
住
民
税
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
同
じ
世
帯

に
い
る
方
）
の
方
は
窓
口
負
担
３
割
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎ 

所
得
区
分
に
よ
る
負
担
額

▼ 

一
般
の
方
・
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課

　
税
世
帯
）
の
方

▽ 

昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
（
既
に
70
歳
に
な
っ
た
方
）　
１
割
負
担

▽ 

昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
（
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
）　
２
割
負
担

▼ 

現
役
並
み
所
得
者　
３
割
負
担

● 

高
齢
受
給
者
証
の
再
交
付
に
つ
い
て

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
に
は
、
一
部
負
担
割
合
記
載
事

項
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
中
旬
に

新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
割
負
担
（
現
役
並
み
所
得
者
）

と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り

ま
せ
ん
の
で
現
在
の
お
持
ち
の
受
給
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

● 

高
齢
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う

自
己
負
担
金
額
は
、
被
保
険
者
証
の
負
担
割

　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
就
業
形

態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
増
大
す
る
地
域
の
課

題
に
対
応
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
並

び
に
行
政
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
方
法
を
探
る
と
と
も
に
住

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
地
区
の
課
題
解
決
お
よ

び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
行
政
支
援
相
談
業
務
」
を
試

行
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼ 

実
施
時
期　
平
成
26
年
４
月
〜

▼ 

実
施
場
所　
行
政
支
援
の
あ
り
方
と
そ

　

の
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

試
行
的
に
行
う
た
め
、
沢
石
地
区
お
よ
び

岩
江
地
区
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

▽ 

沢
石
地
区　

沢
石
会
館
（
実
沢
字
楢
梨

２
１
５-

５
）

▽ 

岩
江
地
区　

岩
江
セ
ン
タ
ー
（
下
舞
木

字
岩
本
２
７
８-

１
）

○ 

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

▼ 

業
務
内
容

▽ 

行
政
に
関
す
る
相
談　

日
常
の
困
り
ご

と
、
行
政
に
関
す
る
ご
要
望
や
ご
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

▽ 

証
明
書
等
の
発
行　

戸
籍
・
住
民
票
な

ど
の
証
明
お
よ
び
税
証
明
に
係
る
発
行
業

務
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼ 

発
行
す
る
証
明
書
お
よ
び
と
る
こ
と
が

で
き
る
方

　

証
明
書
の
発
行
は
、
試
行
的
な
実
施
で
あ

る
こ
と
お
よ
び
行
政
証
明
書
の
交
付
請
求
に

お
け
る
「
な
り
す
ま
し
」
や
「
不
正
受
領
」

な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
限
定
的
な
発
行
と
な
り

行
政
支
援
相
談
業
務
を
実
施
し
ま
す

ま
す
。

▽ 

住
民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、

課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

該
当
地
区
に
居
住
し
て
い
る
本
人
お
よ

び
同
じ
世
帯
に
属
す
る
方

※ 

世
帯
分
離
の
方
の
み
委
任
状
を
認
め
ま

す
。

▽ 

印
鑑
証
明
書

　

印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
お
よ
び
印
鑑

登
録
証
を
預
か
っ
て
き
た
方

▽ 

戸
籍
謄
本
・
抄
本

　

該
当
地
区
に
居
住
し
て
い
る
本
人
お
よ

び
直
系
血
族

※ 
直
系
血
族
の
配
偶
者
の
方
の
み
委
任
状

を
認
め
ま
す
。

例
:
夫
の
両
親
の
戸
籍
を
請
求
す
る
場
合
な

ど
○ 

事
業
者
の
方
か
ら
の
申
請
お
よ
び
委
任

状
な
ど
に
よ
る
代
理
申
請
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
役
場
１
階

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の　
窓
口
に
来
ら
れ

　

た
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※ 

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基

　

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
官
公
署
が
発
行
し

　

た
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
ま
た
は
健
康
保

　

険
証
や
年
金
手
帳
な
ど

▼ 

問
▽ 

業
務
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

 

総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ	

☎
62-

２
１
１
１

　

 

総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ	

☎
62-

１
１
１
４

▽ 

証
明
書
発
行
に
関
す
る
こ
と

　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ	

☎
62-

８
１
２
６



選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
　
　
　

　
　
　
　
　
～ 

選
挙
の
投
票
に
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

～

▼ 

選
挙
立
会
人
の
役
割
っ
て
な
に
？

　

投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち

会
う
と
と
も
に
、
投
票
管
理
者
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
意
見
を
述
べ
ま
す
。
主

な
仕
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽ 

仕
事
の
内
容

・
投
票
所
の
開
閉
に
立
ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
箱
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
の
確

認
に
立
ち
会
う
こ
と
。（
初
日
の
み
）

・
有
権
者
に
対
す
る
投
票
用
紙
の
交
付
に
立

ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
箱
の
開
閉
に
立
ち
会
う
こ
と
。

・
投
票
録
に
（
自
筆
に
て
）
署
名
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
投
票
手
続
き
の
全
般
に
立
ち
会

う
こ
と
。

▼ 

予
定
さ
れ
て
い
る
選
挙

　

平
成
26
年
度
は
、
11
月
11
日
任
期
満
了
に

伴
う
福
島
県
知
事
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
期
日
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で

す
が
、
決
ま
り
次
第
町
広
報
紙
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

応
募
期
限

　

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

（
消
印
有
効
）

▼ 

応
募
方
法

　
「
投
票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
２
階
総
務
課
内
）
に
ご
持
参
い
た
だ

く
か
、
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
三
春
町
役
場
２
階
総
務
課
お

よ
び
役
場
１
階
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
が
、三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総

務
課
内
）に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

申
込
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格

　

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
方

▼ 

募
集
区
分

▽ 

期
日
前
投
票
所 

投
票
立
会
人

　

三
春
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
期
日
前
投
票
開
設
の
期
間
（
公
示
日
ま

た
は
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
の
期
間
で
月
～
金
曜
日
を
含
む
）
の
期
日

前
投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
に
立
会
う
こ
と

が
可
能
な
方
。

▽ 

投
票
日
投
票
所 

投
票
立
会
人

　

各
投
票
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
選
挙
当
日
の
投
票
所
に
お
い
て
、
投

票
に
立
会
う
こ
と
が
可
能
な
方
。

▼ 

立
会
時
間

▽ 

期
日
前
投
票
所
（
公
示
日
ま
た
は
告
示
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

▽ 

投
票
所
（
当
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

※ 

当
日
の
投
票
所
の
立
会
時
間
は
、
午
後

７
時
ま
で
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

立
会
時
間
中
は
、
外
出
な
ど
に
よ
り
投

票
所
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

投
票
所
の
場
所

▽ 

期
日
前
投
票
の
場
合

　

期
日
前
投
票
所
（
役
場
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
が
指
定
し
た
期
日
前
投
票
所
）
と
な

り
ま
す
。

▽ 

投
票
日
当
日
の
場
合

　

応
募
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
投
票
区
の
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

▼ 

投
票
立
会
人
の
手
当

▽ 

期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

　

１
日
に
つ
き　

９
、５
０
０
円

▽ 

投
票
所
の
投
票
立
会
人
（
投
票
日
当
日
）

　

１
日
に
つ
き　

１
０
、７
０
０
円

▼ 

選
任
ま
で
の
流
れ

① 

応
募
さ
れ
た
方
を
三
春
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
審
査
を
行
い
「
選
挙
立
会
人
登
録

者
台
帳
」
に
登
録
し
ま
す
。（
辞
退
の
申

出
が
な
い
限
り
、
登
録
は
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。）

② 

平
成
26
年
度
に
執
行
さ
れ
る
選
挙
ご
と

に
登
録
者
の
中
か
ら
三
春
町
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
任
し
ま
す
。（
応
募
者
多
数
の

場
合
な
ど
は
調
整
し
ま
す
。）

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
１

　

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に

係
る
立
札
お
よ
び
看
板
な
ど
に
表
示
す
る
証

票
の
有
効
期
限
が
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
新
し
い
証
票
の
交
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
請
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
２
階
総
務
課
内
）

▼ 

受
付
期
間　

　

３
月
３
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
１

政
治
家
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

　３月議会の一般質問は、４日（火）を予定し
ています。多数の傍聴をお待ちしています。
　詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込み
でお知らせします。

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

議会３月定例会が開催されます
開会時期（予定） 

３月３日（月）～ 14 日（金）

〜 一般質問を傍聴してみませんか 〜
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三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
し
み
の

あ
る
投
票
所
を
め
ざ
し
て
、
各
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

投
票
立
会
人
は
、
投
票
所
や
期
日
前
投
票
所
で
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち

会
っ
て
い
た
だ
く
方
の
こ
と
で
、
選
挙
権
の
あ
る
方
で
三
春
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
一
定
の
要
件
に
合
っ
た
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
性
別
・
職
業
な
ど
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、若
い
方
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
図
る
こ
と
か
ら
、

20
代
・
30
代
の
方
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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選挙啓発書道展
　三春町明るい選挙推進協議会主催による選挙啓発書道展へたくさんのご応募をいただき、ありがとうございまし
た。
　審査結果および応募状況は次のとおりです。
　なお、入選作品は、３月５日（水）、６日（木）の２日間、三春交
流館「まほら」ホワイエにて展示させていただきますので、ご来場
のうえ、ご覧ください。
▶ 展示期間　３月５日（水）午前８時 30 分～午後９時
　　　　　　 ３月６日（木）午前８時 30 分～午後５時 30 分
▶ 展示会場　三春交流館「まほら」ホワイエ
▶ 作品課題　小学校５年生「公約」、小学校６年生「政治」
　　　　　　 中学校１～３年生「清き一票」
　※ 小学生は楷書体、中学生は行書体
▶ 最優秀賞受賞者（氏名（敬称略）・学校名）
▷ 小学校５年生の部　飛田 愛美（沢石小学校）
▷ 小学校６年生の部　真壁 花歩（三春小学校）
▷ 中学校１年生の部　影山　 彩（三春中学校）
▷ 中学校２年生の部　村上 梨沙（三春中学校）
　ほか優秀賞　16 点

学校名 学年 応募状況

三春小学校

岩江小学校

中妻小学校

中郷小学校

沢石小学校

三春中学校

岩江中学校

５年
６年
５年
６年
５年
６年
５年
６年
５年
６年
１年
２年
１年
２年
３年

応募計 ３９１

５１
５２
３２
４１
１５
７
１０
１２
１７
１０
１０７
３０
１
３
３

問い合わせ先　三春町明るい選挙推進協議会（総務課庶務グループ内）　☎ 62-2111

▼ 応募者総数（人）

▷ 小学校５年生の部 最優秀賞 ▷ 小学校６年生の部 最優秀賞

▷ 中学校 1 年生の部 最優秀賞 ▷ 中学校 2 年生の部 最優秀賞



に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
中
郷
地
区
の
紹
介

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

自然観察ステーション

曜日地区 会場 3月開催日
3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

6日・13日・20日・27日

7日・14日・28日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

今
回
は
中
郷
地
区
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
中
郷
地
区
は
女
性
18
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。　

   

　

本
来
は
中
郷
地
区
交
流
館
で

行
う
の
で
す
が
、
交
流
館
が
工

事
の
た
め
、
昨
年
の
夏
か
ら
さ

く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
皆
さ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い

運
動
し
て
い
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
見
学
や

申
込
み
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 21 日（金）は祝日のため、31 日（月）は５週目のためお休みです。

木
幡
ミ
イ
子
さ
ん
（
過
足
）

　
皆
さ
ん
が
と
て
も
明
る
く
元
気
な

の
で
、
私
も
元
気
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
運
動
し

て
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

黒
羽
ハ
ル
さ
ん
（
貝
山
）

　
運
動
を
続
け
る
う
ち
に
体
と
頭

が
活
性
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
脳

ト
レ
プ
リ
ン
ト
は
持
ち
帰
っ
て
ひ

孫
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

宗
像
ハ
ル
イ
さ
ん
（
蛇
石
）

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
元
気
に
運
動
や
頭
の
体
操
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
マ
ス
ミ
さ
ん
（
込
木
）

　
運
動
や
調
理
実
習
、
新
年
会

な
ど
色
々
な
催
し
が
あ
り
、
毎
回

行
く
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

「なりすまし詐欺」のお話を聞きました

新年会での福笑いのようす

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
24
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
１
日
あ
た
り
野
菜
類
摂
取

量
の
平
均
値
は
福
島
県
で
は
男
性
が
３
１
８

グ
ラ
ム
、
女
性
は
２
６
９
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

健
康
日
本
21
で
は
目
標
値
を
３
５
０
グ
ラ

ム
と
し
て
お
り
女
性
は
特
に
目
標
値
よ
り
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
「
野
菜

摂
取
量
が
少
な
い
こ
と
は
、
循
環
器
疾
患
や

２
型
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
」
と
の

見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
毎
日
の
食
卓
に
野
菜
料
理
を
１
皿
増

や
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

簡
単
野
菜
料
理　
大
根
と
り
ん
ご
の
サ
ラ
ダ

▽ 

材
料
（
一
人
分
）　
大
根
40
㌘
、
り
ん
ご

40
㌘
、
水
菜
10
㌘
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
１

㌘
、
す
り
ご
ま
４
㌘
、
酢
小
さ
じ
２
分
の

１
、
砂
糖
小
さ
じ
２
分
の
１
、
塩
0.8
㌘

▽ 

作
り
方　

① 

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
軽

く
炒
っ
て
お
く
。

② 

大
根
、
り
ん
ご
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。

③ 

水
菜
は
３
㌢
の
長
さ
に
切
り
、
水
に
さ

ら
し
て
ザ
ル
に
あ
げ
る
。

④ 

①
、
②
、
③
の
材
料
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
、

ざ
っ
く
り
と
混
ぜ
合
わ
せ
器
に
盛
る
。

⑤ 

調
味
料
を
合
わ
せ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作

り
、
サ
ラ
ダ
に
か
け
る
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

食
卓
に
野
菜
料
理
を
１
皿
増
や
し
ま
し
ょ
う
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町
内
小
学
校
に
お
い
て
「
人
権
の
花
」
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
や
地
域
の
方
と
協

力
し
な
が
ら
、
き
れ
い
な
花
を
育
て
、
生
き

物
や
命
を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
の
心
を
は

ぐ
く
み
ま
し
た
。
活
動
の
様
子
を
役
場
１
階

ロ
ビ
ー
に
３
月
末
ま
で
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

展
示
中
の
「
人
権
の
花
」
運
動
の
写
真

「
人
権
の
花
」
運
動
写
真
展
示
中

▼ 

問　
住
民
課 
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
８
１
２
６



　福島県では、東日本大震災における福島第一原子力発電所の事故で拡散した放射性物質のモニタリングや除染技
術の研究開発に取り組む拠点として、田村西部工業団地内に福島県環境創造センターの整備を計画しており、この
ほどその概要がまとまりました。
○ この施設は、本館、研究棟、交流棟の３つの建物で構成されます。
○ 本館では、環境放射能や大気・水・廃棄物のモニタリングおよび調査・研究を行い、県内の環境回復・創造を

実現するための中核施設の役割を果たします。
○ 研究棟では、招致する国立環境研究所、日本原子力研究開発機構とともに、県を含む三者が連携し、除染技術、

放射性物質の環境動態解明、廃棄物・土壌の処理技術など、環境の回復・創造に向けた調査・研究を行います。
○ 交流棟では、子どもたち見学者が、「知る」「体験する」「未来を描く」のステップで学び、「考え実践する」こ

とができる、わかりやすい展示を行います。また、世界で２つ目となる 360 度全球映像のスクリーンを設け、
県内の自然環境や放射線を学べる映像を放映します。

　福島県環境創造センターの完成時期は、本館は平成 27 年７月頃、研究棟および交流棟は平成 28 年４月頃の予定です。

福島県環境創造センターの整備がすすめられています

問い合わせ先　福島県庁 環境創造センター整備推進室　☎ 024-521-8516

完成予定図（左から研究棟、本館、交流棟）

交流棟展示イメージ
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成26年
2月12日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.12
0.11
0.09
0.14
0.11
0.14
0.09
0.10
0.15
0.14
0.13
0.14
0.15
0.12
0.13

（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.12）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.08）

平成26年
1月14日

0.10
0.09
0.08
0.11
0.09
0.11
0.07
0.08
0.11
0.12
0.10
0.11
0.12
0.10
0.11

（0.10）
（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.11）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.08）

◆ 中妻地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの４箇所（高さ１ｍ）を測
　定しています。

測定点①
0.12
0.12
0.12
0.13

測定点② 測定点③ 測定点④
0.15
0.15
0.15
0.16

0.11
0.13
0.10
0.10

0.16
0.16
0.18
0.18

平成26年1月8日
平成26年1月15日
平成26年1月22日
平成26年1月29日

測定日

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設　教育課 学校教育グループ 　☎ 62-6310
○ 学校以外の施設／仮置き場　除染対策課 　 　☎ 62-1122
○ 都市公園　建設課 都市グループ 　　　　　　☎ 62-2113

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

測定点①
0.15
0.17
0.15
0.13

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.17
0.19
0.15
0.17

0.14
0.16
0.14
0.16

0.13
0.15
0.13
0.14

0.13
0.14
0.11
0.12

0.14
0.15
0.14
0.15

0.11
0.11
0.11
0.10

平成26年1月8日
平成26年1月15日
平成26年1月22日
平成26年1月29日

測定日

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知ら
せします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌などの受入れを行っている北部三地区と中妻地区の仮置き場の空間線量の測定結果をお知らせします。
　また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、北部三地区と中妻地区の仮置き場の井戸や調整池など、い
ずれも検出限界値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）

 環境放射線量測定値をお知らせします

平成23年
５月23日

平成26年
2月10日

平成26年
1月15日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.12
0.12
0.12
0.14
0.16
0.11
0.16 
0.13
0.14 
0.12 
0.15
0.16 
0.12
0.11 
0.28 
0.24
0.22 

0.35
0.19
0.25
0.20
0.23
0.15
0.21 
0.21
0.21 
0.18 
0.21
0.26 
0.16
0.14 
0.41 
0.39
0.34 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

0.12
0.14
0.11
0.13
0.21
0.34
0.11
0.14
0.14
0.18

1cm高 遊具砂場
0.18
0.21
-
0.10
0.19
-
0.12
0.15
0.11
-

0.11
0.18
0.13
0.15
0.29
0.29
0.12
0.16
0.13
0.32

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
平成26年2月5日
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田
村
高
校
は
、
県
内
で
体
育
科
を
有
す
る

唯
一
の
高
校
で
す
。
そ
の
た
め
、
運
動
部
活

動
が
盛
ん
で
、
陸
上
競
技
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
柔
道
部
な
ど
は
、
全
国
大
会
の
常
連

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
校
が
目
指
す
「
文
武

両
道
」
の
「
武
」
の
面
は
、
健
闘
し
実
績
を

あ
げ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
一
方
、「
文
」

の
面
の
進
学
実
績
で
は
満
足
で
き
る
結
果
を

十
分
に
残
し
て
い
ま
せ
ん
。
田
村
高
校
は
旧

制
中
学
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
、
地
域
の
基

幹
校
と
い
う
性
格
も
有
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
学
進
学
に
関
し
、
地
域
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
田
村
高
校
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
、
在
籍
す
る
生
徒
の
多
様
な
進
路

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
進
学
実
績
を
あ
げ
、

◆ 『
田
村
高
校
を
語
る
』特
集
号
！

　

今
回
は
、
田
高
特
集
と
し
て
、
現
在
の
学

校
の
様
子
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

今
ま
で
以
上
に
よ
り
身
近
で
、
親
し
み
の
あ

る
高
校
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

　

本
校
が
91
周
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
私
は
考
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
広
く
有

名
校
の
仲
間
入
り
を
し
、
地
域
か
ら
も
愛
さ

れ
て
い
る
本
校
生
。
高
校
で
は
活
躍
す
る
が

卒
業
し
継
続
し
て
活
躍
す
る
選
手
が
少
な
い

の
で
す
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
人
間
力
で
す
。
高
校
時
代
、

必
死
に
技
術
や
戦
術
を
習
得
し
活
躍
し
ま
す

が
、
精
神
的
に
成
長
す
る
選
手
が
少
な
い
で

す
。
競
技
中
は
輝
く
が
、
学
校
生
活
は
苦
戦

す
る
。
引
退
し
身
な
り
が
変
貌
す
る
者
や
目

標
が
無
く
な
り
生
活
に
ハ
リ
が
見
え
な
い
者

が
何
人
か
存
在
し
ま
す
。
生
徒
に
は
常
に
高

い
目
標
を
掲
げ
人
生
を
通
し
て
突
き
進
ん
で

ほ
し
い
の
で
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
田
高
生
の
中
か
ら
も
東
京

五
輪
に
出
場
す
る
選
手
を
育
て
る
こ
と
が
私

の
夢
で
あ
り
、
目
標
で
す
。

進路指導主任
小田賢二教諭

体育科主任
鈴木宗徹教諭

生徒指導主任
遠藤健教諭

生徒会長
箭内萌美

（船引中出身）

●　

●　

●

　

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
着
任
し
て
か
ら

７
年
間
、
今
で
も
変
わ
ら
な
い
私
な
り
の
田

村
高
校
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
う
ま
く
表
現
で
き
ま
せ
ん
が
、

高
校
生
ら
し
い
高
校
生
が
た
い
へ
ん
多
い
学

校
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
を
基
準
に
と
言

わ
れ
れ
ば
返
す
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
村

の
生
徒
た
ち
は
、
未
熟
な
部
分
も
見
え
隠
れ

す
る
に
せ
よ
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
、
こ
ち

ら
側
が
あ
れ
こ
れ
言
わ
な
く
と
も
、
し
っ
か

り
自
分
で
で
き
る
生
徒
が
多
い
、
と
い
え
ば

わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
職
業
柄
（
立
場
上
）、
な
に

か
に
つ
け
ダ
メ
出
し
を
し
な
が
ら
苦
言
や
小

言
を
言
い
続
け
る
毎
日
で
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
苦
言
や
小
言
、
そ
の
他
の

ボ
ヤ
キ
に
必
ず
応
え
て
く
れ
る
と
い
う
確
信

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

田
高
生
よ
、
引
き
続
き
「
身
だ
し
な
み
」

を
整
え
、
自
分
か
ら
ハ
ッ
キ
リ
と
「
挨
拶
」

を
し
よ
う
。
し
っ
か
り
と
「
自
ら
を
律
し
」、

「
人
間
性
」
を
高
め
て
い
こ
う
。
地
域
の
皆

さ
ん
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●　

●　

●

　

田
村
高
校
生
徒
会
長
の
箭
内
萌
美
で
す
。

今
回
は
、
私
が
身
を
以
て
感
じ
た
田
村
高
校

を
少
し
だ
け
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
船
引
町
出
身
な
の
で
、
田
高
に
入
学

す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
田
高
の
こ
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
入
学
し
、
生
徒
会

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
本
校

の
良
さ
を
た
く
さ
ん
知
り
ま
し
た
。
町
内
の

皆
さ
ん
は
田
高
に
対
し
て
ど
ん
な
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
か
？
私
は
、「
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
、
思
い
や
り
の
あ
る
学
校
」
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
田
高
の
先
生
方
は
、
私
た
ち

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
何
事
も
熱
心
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
は
先
輩
・
後
輩
間
の
礼
儀
を

き
ち
ん
と
し
つ
つ
、
と
て
も
仲
良
く
、
一
致

団
結
し
て
学
校
生
活
や
部
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
田
高
と
い
え
ば
、駅
伝
や
柔
道
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ボ
ー
ト
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
有
名
で
す
が
、

そ
の
他
の
運
動
部
活
動
は
勿
論
、
文
化
部
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。
合
唱
部
や
吹
奏
楽
部
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
な
ど
は
積
極
的
に
三
春
町
内
外
で

も
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
内
の
方
々
と
積
極
的
に

交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
文
武
両
道
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
進
学
の
夢
を
確
実
に
叶
え
ら

れ
る
高
校
と
な
れ
る
よ
う
、
進
学
指
導
の
態

勢
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11



問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

▼ 「
本
物
に
触
れ
る
授
業
」

　

平
成
25
年
９
月
10
・
11
日
、
３
年
生
と
１
・
２
年
生
に
分
か
れ
て

福
島
県
立
美
術
館
に
出
か
け
、
県
立
美
術
館
出
張
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
校
の
教
育
活
動
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
今
年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

　

な
か
な
か
本
物
の
美
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
な
い
生
徒
の
実

態
を
踏
ま
え
、
美
術
科
の
鑑
賞
の
授
業
と
し
て
美
術
科
指
導
に
生
か

す
と
と
も
に
、
豊
か
な
感
性
の
醸
成
に
役
立
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
回
は
福
島
県
立
美
術
館
で
「
特
別
展
若
冲
が
き
て
く
れ

ま
し
た
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
時
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

た
ち
は
本
物
の
大
変
貴
重
な
美
術
作
品
を
直
接
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

特
別
展
に
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品
は
、
伊
藤
若
冲
の
作
品
を
は
じ

め
と
し
て
、
長
沢
芦
雪
や
円
山
応
挙
な
ど
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
画

家
の
名
品
の
数
々
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
県
立
美
術
館
の
学
芸
員
の
方
か
ら
特
別
展
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

岩
江
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
～ 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

～

● 三春町教育研究発表会が開催されました

　２月 13 日、午後３時から、三春交流館「まほら」まほらホールに
おいて、第 11 回三春町教育研究発表会が開催されました。
　『個性を生かす「三春の教育」の創造』という研究主題のもと、各
学校から推薦された教員 12 名が、Ａ・Ｂの２つのグループに分かれ
て１年間研究した成果を発表しました。
　Ａグループは『「個性を生かし、言語活動の充実を図る教科教育の
創造」（２年次）～小学校国語科と算数科の授業づくりを通して～』
というテーマで発表を行いました。グループで行った授業研究会や
全国国語科教育研究大会の視察を中心に映像を使いながら発表しま
した。
　Ｂグループは『「小学校と中学校が連携した、個性を生かす外国語
教育の創造～英語に親しみ、進んで人と関わり、コミュニケーショ
ンを図ろうとする児童生徒の育成を目指して～』というテーマで発
表を行いました。一方的な説明だけではなく、参加いただいたフロ
アーの教職員、町民の方を巻き込んでの発表でとても楽しい時間で
した。
　町内教職員みんなでよりよい「三春の教育」を追究する発表会と
なりました。会場からは、学び続ける先生方の姿に拍手が送られま
した。

▼ 学芸員の説明を聞くようす

Ａグループ言語活動の発表

B グループ外国語教育の発表
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町立三春病院News町立三春病院News

1 月９日〜 2 月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま

わ
り
の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
琴

城
流
大
正
琴
／
滝
本
社
中
／
あ
さ
か

の
ま
ご
こ
ろ
会
／
富
沢
む
つ
み
会

や
っ
て
み
っ
か
い
／
上
野
ト
ク
（
平

沢
）
／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／
齋

藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子

（
担
橋
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

／
國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）
／
橋
本
光

子
（
御
免
町
）
／
笠
間
瑞
子
（
北
町
）

／
佐
久
間
佳
子
（
桜
ヶ
丘
）
／
伊
藤

ト
メ
子
（
桜
ヶ
丘
）
／
佐
藤
徳
子
（
亀

井
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

　
星
野
成
夫
（
三
春
舞
鶴
会
・
千
葉
県
）

　

戸
門
恵
美
（
東
京
都
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

世界結核デー（３月 24 日）
　1882 年のこの日、ドイツの細菌学者ロベルト・コッホ博士が結核菌
の発見を学会で発表したことにちなんで、世界保健機関が 1997 年に
制定しました。
　医学の進歩で克服されたかに見えていた結核が、再び猛威を振い始
めたことから、結核の撲滅を目指して、毎年テーマを掲げ、世界中で
結核への意識を高める活動が行われています。

＜日曜診療日＞
★３月２日、16 日
★受付時間
　8 時 45 分～ 11 時 30 分

★ ご意見箱について

　三春病院内には外来３か所、２病棟に１か所ずつ、計５か所に
「ご意見箱」が設置してありますので、ご要望や苦情などがあり
ましたら、お気軽にご活用ください。皆さんのご意見をいただき、
より良い病院づくりに努めてまいります。

★ 日曜診療から救急診療体制への変更について

　毎月第１、第３日曜日の午前中に近隣医院の先生方のご協力を得て行っていました日曜診療は、４
月から三春病院医師の当直体制による救急患者さんの診療へと変更になります。

設置した意見箱

★ 花粉症について

　花粉症とは花粉によって引き起こされるアレルギー性疾患の事で、身体が花粉を
異物と認識すると、くしゃみや涙、鼻水で花粉を洗い流そうとしたり、花粉が入ら
ないように鼻づまりになるのが花粉症の症状です。
　環境省によると、今年の花粉は例年より少なめで、昨年の半分程度になることが
予想されておりますが、注意は必要です。
　日常生活上では、マスクやメガネなどを着用し、花粉の侵入を防ぐことが大切で
す。衣類の素材は毛織物などは避け、ポリエステルやナイロンなどのツルツルした
素材が適切です。
　また家に戻った際、玄関前で花粉を払い落すようにして家に持ち込まないように
することも効果的です。
当院ではアレルギー検査を行っております。ご心配な方はお気軽にご連絡ください。
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第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
受
賞

復
興
支
援
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　

 

柔
道
錬
成
三
春
大
会
開
催

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

渡
辺
シ
メ
ノ
さ
ん
（
沼
沢
）
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

２
月
10
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
光
の
森
の
丘

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知
事
賀
寿
と

会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

町長から賀寿贈呈を受ける渡辺シメノさん

渡
辺
シ
メ
ノ
さ
ん
百
歳
賀
寿

　
　
　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
７
・
８
・
９
日
の
３
日
間
、
復
興
支
援
全

国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
が
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
23

校
と
、
モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
は
、
練
習
会
の
他
、
県
内
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
た
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
指
導
者
に
よ
る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
の
大
会
本
番
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
・

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雪
模

様
で
し
た
が
、
多
く
の
方
が
応
援
に
か
け
つ
け
、

熱
戦
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
も
大
雪
の
中
で
練
習
試
合
が
行
わ

れ
、
３
日
間
を
通
し
て
、
全
国
大
会
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
に
の
べ

５
５
０
名
の
選
手
・
関
係
者
が
宿
泊
し
、
大
会

本
番
の
日
に
は
、
会
場
に
町
内
４
店
舗
が
出
店

し
、
グ
ル
メ
ン
チ
な
ど
、
三
春
の
名
物
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

復興支援全国高等学校選抜柔道錬成三春大会のようす

　

次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日

常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
体
験
し
た

こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考

え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と

を
通
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
県
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
中
学
校
の
部
で
、
三
春
中
学
校
３

年
・
橋
本
日
南
子
さ
ん
の
作
品
「
修
学
旅
行
で

学
ん
だ
思
い
や
り
の
気
持
ち
」
が
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
の
作
品
は
、
田
村
地
区
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
中
学
校
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
県
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
状
の
伝
達
式
は
、
１
月
24
日
に
三
春
中

学
校
で
行
わ
れ
、
田
村
地
区
保
護
司
会
の
平
林

可
善
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平林会長から表彰状を受ける橋本日南子さん
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中
央
児
童
館
に
鬼
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　

「
鬼
は
外
・
福
は
内
」

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家

　
 

初
代
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
来
庁

　

１
月
14
日
、
三
春
町
国
際
交
流
館
「
ラ
イ
ス

レ
イ
ク
の
家
」
開
館
当
初
に
施
設
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
た
初
代
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
パ
ト
リ

シ
ア
・
デ
ュ
ラ
ン
ド
さ
ん
が
来
庁
し
、
町
長
と

教
育
長
に
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
国
際
交
流
館
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

が
建
立
さ
れ
、
今
年
度
で
20
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
か
ら
は
「
ラ
イ
ス

レ
イ
ク
の
家
」
開
館
当
初
の
思
い
出
話
や
建
立

20
周
年
記
念
の
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

来庁したパトリシアさん（右から２番目）

　

２
月
３
日
の
節
分
の
日
に
、「
赤
鬼
」
と
「
青
鬼
」

合
わ
せ
て
３
鬼
が
中
央
児
童
館
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
直
し
た
い
と
こ
ろ

を
託
し
た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
、
興
奮
し
た
様

子
で
鬼
に
向
か
っ
て
い
き
、
と
て
も
賑
や
か
な

豆
ま
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
終
了
後
、
お
面
を
つ
け
た
子
ど
も
た
ち

と
鬼
に
扮
し
た
商
工
会
青
年
部
会
員
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
が
設
け
ら
れ
、記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
節
分
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

鬼と記念撮影する子どもたち
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歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
26
年
度
春
季
企
画
展
と
し
て
「
三
春
の
春
彩
々
」
を
企

画
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

三
春
滝
ザ
ク
ラ
は
、
全
国
に
名
を
馳
せ
、
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
芸
術
家
の

創
作
意
欲
を
か
き
立
て
て
い
ま
す
。
題
材
と
し
て
選
ば
れ
、
数
多
く
の
作
品
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
草
野
心
平
さ
ん
の
詩
、
藤
城
清
治
さ
ん
や
橋
本
明
治
さ
ん
の
版
画
、

千
葉
清
藍
さ
ん
や
森
清
範
さ
ん
の
書
な
ど
を
始
め
と
し
、
桜
・
梅
・
桃
に
関
係
し
た
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　

併
せ
て
震
災
復
興
に
向
け
た
桜
の
交
流
も
取
り
上
げ
ま
す
。

　

滝
ザ
ク
ラ
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
三
春
の
春
の
彩
々
（
い
ろ
い
ろ
）
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
春
季
企
画
展

　
　「
三
春
の
春
彩
々
（
い
ろ
い
ろ
）」
開
催

藤城清治さんの版画「三春の滝桜」

▼ 

会
期　
４
月
５
日（
土
）～
６
月
１
日（
日
）

※ 

会
期
中
の
休
館
日 

５
月
７
日
（
水
）・

　
　
　

12
日
（
月
）
19
日
（
月
）・
26
日
（
月
）

▼ 

会
場　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

入
館
料　
通
常
入
館
料
一
般
・
大
学
生

　

３
０
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
１
５
０

　

円
な
ど

※ 

郷
土
人
形
館
と
の
共
通
入
館
料
も
通
常

　

料
金
、
団
体
20
人
以
上
割
引
あ
り

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３



▶ 図書館（☎ 62-3375）
　3 月 3・5・10・17・21・24・31 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　3 月 3・10・17・22・24・31 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　3 月 3・10・17・24・31 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　3 月 3・10・17・24・31 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　3 月 14・19・31 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　3 月 5・12・19・26 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　3 月 2・9・16・23・30 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　3 月 15 日（土）・16 日（日）
　 午前 9 時〜午後 4 時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

　ビロードの上を転がる真珠のようなコロラトゥーラ・ソプラノ「幸田浩子」
と、まさにいぶし銀の大地に響くバリトン「福島明也」が織りなす声の世界
を存分にお楽しみください。
◆ プログラム
・荒城の月（滝廉太郎）
・この道／鐘が鳴ります（山田耕作）
・浜辺の歌（成田為三）
・オペラ「リゴレット」より（ヴェルディ）ほか
　当日は、このほかどんな演出で歌を聴かせてくれ
　るのか？乞うご期待！！
◆ 日　時　5 月 24 日（土）午後 2 時開演
◆ 入場料　全席指定　
　　　　　一般 3,000 円／高校生以下 1,000 円
　　　　　チケットは、先月末に発売したばかりです！！
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

幸田浩子＆福島明也 ジョイントリサイタル

「まほら」ニューイヤーコンサート 2014 を開催しました
　1 月 14 日、「まほら」ニューイヤーコンサート 2014 日
本フィルハーモニー交響楽団（指揮：松井慶太）が開催さ
れました。三春町では聴くことのできないベートーヴェン
作曲交響曲第 5 番「運命」に感動し、後半のウィンナワル
ツでは、会場が一体となり楽しいコンサートでした。
　翌日は、芸術鑑賞として御木沢・沢石・中郷・中妻小学

校の児童を招待し、チェロ奏者の山田智樹さん（三春町出身）が曲目の説明を
しながら、日本フィルハーモニー交響楽団の
メンバーで「弦楽四重奏」を演奏しました。
　「まほらホール」での生演奏を聴いた児童
たちは、目を輝かせ、心に残る演奏会となり
ました。なお、この 2 日間のコンサートはコ
ミュニティ助成事業「宝くじの助成金」で実
施しました。 コンサートのようす

幸田 浩子

福島 明也

　三春町教育委員会では、生涯学習活動団体の定義に適合していると認められる団
体の活動支援のため、三春交流館「まほら」の使用料の減免を行っております。こ
の支援を希望される団体は、「三春町生涯学習活動団体届出書」を提出してください。
◆ 生涯学習活動団体の定義
　「生涯学習団体」とは、営利および特定の政党並びに宗教にかかる活動を目
的としない団体であって次の要件を満たすものをいいます。
◇ 団体構成員数が５人以上であり、当該構成員の２分の１以上のものが町内に
　在住、在勤または在学していること。
◇ 団体の代表者は成人者とし、町内に在住していること。
◇ 中学生以下が７割を超える場合は、保護者の総意で運営がなされていること。
◇ 会則または規約を有すること。
◇ 代表者または会員が対価を得て指導者として開く教室、講座ではないこと。
◇ 団体の活動は、次に掲げる種別に該当すること。
　① 社会教育関係　② 学校教育関係　③ スポーツ・レクリエーション　④ 趣味
◆ 提出期間　２月４日（火）から随時、受け付けています。
◆ 提出場所　三春交流館「まほら」窓口

平成 26 年度生涯学習活動団体の届出

主な施設の休館日

延長業務
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 3 月から 4 月６日までのイベント情報 ◆◆◆

22日（土）

23日（日）

９日（日）

22日（土）～
23日（日）

黒田肖子ピアノリサイタル

三春町シルバーフェア2014

19日（水）～
20日（木）

オカリナ演奏会

３月
15日（土）

パッチワークあじさいの会キルト展

はしもと音楽教室発表会 田村地方親善囲碁大会

３月

３月

３月

３月

３月

３月

４月
三春アンサンブルティータイムコンサート弦楽四重奏の調べ～春はもうすぐ！
３月
16日（金）～
17日（土）
16日（日）
３月

16日（日）

2日（日）

３月

6日（日）

第10回「みはる春のおどり」

三春おやこ劇場第38回例会「キマグレサーカス」

田村高校演劇部自主公演

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　放課後に子どもたちと一緒に遊んでみませんか？
　放課後に子どもたちと一緒に遊んでいただける活動指導員を募集しています。
◆ まほらっこ教室とは
　地域の方に安全管理員・活動指導員としてご協力をいただき、全小学生を
対象に放課後、子どもたちが安心して活動できる居場所を確保し、様々な体
験や交流を行うところです。
◆ 活動内容（体験・交流・見守りなど）
　安全管理員や活動指導員が得意なこと（工作、編物、ボール遊び、折り紙、
昔遊びなど）で子どもたちと一緒に遊んだり、学習や遊びの見守りを行います。
　当番制となっているので、自分が協力できる日に参加することができます。
◆ 申込方法
　三春交流館「まほら」☎ 62-3837 へご連絡ください。見学も随時受け付けています。

まほらっこ教室のご案内

まほらっこ三春教室

まほらっこ沢石教室
まほらっこ御木沢教室
まほらっこ岩江教室

まほらっこ中妻教室

まほらっこ中郷教室

実施曜日教室名 実施場所 実施時間
三春小学校空教室・校庭

沢石小学校体育館
御木沢小学校図書室
岩江小学校体育館

中妻地区公民館
中郷地区交流館

月～金曜日
月～木曜日
月～木曜日
月～金曜日

月～金曜日
月～木曜日

放課後から午後４時まで
※ 教室により終了時間 
　が若干異なります。
詳しくは、三春交流館
「まほら」へお問い合わ
せください。

まほらっこ中妻教室の活動のようす

まほらっこ岩江教室の活動のようす

趣
味
・
教
養
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★ 

３
月
14
日
・
28
日
は

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
3
月
28
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
3
月
28
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

〈
保
健
セ
ン
タ
ー
今
月
の
行
事
〉

★ 

乳
幼
児
健
康
診
査

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
バスタオル
歯ブラシ2本（大人用／子ども用）

９〜
10か月児

３〜
４か月児

3月18日（火）
13時集合
保健センター
3月26日（水）
9時集合
町立三春病院

平成25年
5月20日～
6月14日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

3月20日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成24年
7月1日～
8月25日生まれ

１歳
６か月児

３〜
４か月児

９〜
10か月児

１歳
６か月児

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

3月19日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
11月11日～
12月15日生まれ

3歳児3歳児

持ってくるもの

平成25年
11月11日～
12月10日生まれ

3月12・26日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
日曜おはなし会 3月９日（日）

10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

〈町民図書館 ☎ 62-3375〉

〈中央児童館 ☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター ☎ 62-2748〉

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

●　

●　

●

★ 

献
血

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 
日
時　
3
月
6
日
（
木
）

▼ 
時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●　

●　

●

〈
図
書
館
・
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

今
月
の
行
事
〉

　

図
書
館
・
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
月
の
行
事
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3月1日（土）
13時30分～

中央児童館

絵本の読み聞かせ、ビデオ上映
「大造じいさんとガン」ほか

館内清掃

メニューは「お好み焼き」
参加費300円（申込み時持参）
申込みは3月3日（月）まで

児童生活センター
終了式 御木沢児童クラブ

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所

手作りおやつ

3月1日（土）
10時～

わんぱくクラブ

ボランティア活動

岩江児童クラブ

3月4日（火）
15時～16時
3月22日（土）
10時～
3月20日（木）
12時40分～

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

3月20日（木）
13時40分～ 岩江センター

御木沢小学校
体育館

クラブ員

児童

児童

子育て支援
センター就学前の3月生まれの

お子さんと保護者6組

お子さんは遊びを楽しみ、お母さんは交流会でホッと
する時間を過ごします。その後、お母さんのための元気
が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談も
できます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身長体重測定や手形を押して自分だけの誕生カード
を作り、大きなケーキを囲んでお祝いをします。
3月生まれのお友達集まってね。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

3月14日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

3月6日（木）
10時45分～11時
3月24日（月）
10時～11時
申込期限３月20日（木）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

　

 

三
春
電
機
（
株
）

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

 

ベ
ニ
マ
ル

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

 

日
本
化
学
工
業
（
株
）
福
島
第
二
工
場

▼ 

日
時　
3
月
15
日
（
土
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

 

午
後
１
時
〜
４
時

　

 

三
春
旧
公
民
館
跡
地
駐
車
場　

　
（
三
春
郵
便
局
向
か
い
）

▽ 

15
日
は
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

　

が
あ
り
ま
す
。
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長
州
シ
ッ
ク
ス
（
荒
山
徹
）
／
妻
と

女
と
雨
が
好
き
（
一
色
伸
幸
）
／
想

像
ラ
ジ
オ
（
い
と
う
せ
い
こ
う
）
／

北
乃
社
高
校
探
偵
部
（
乾
く
る
み
）

／
脊
梁
山
脈
（
乙
川
優
三
郎
）
／
ア

ヴ
ェ・マ
リ
ア
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン（
香

川
宜
子
）
／
宝
の
山
（
梶
よ
う
子
）

／
櫛
挽
道
守
（
木
内
昇
）
／
雨
の
底

（
北
原
亜
以
子
）／
火
男（
吉
来
駿
作
）

／
担
当
の
夜
（
関
純
二
）
／
爛
（
瀬

戸
内
寂
聴
）／
香
夜（
高
樹
の
ぶ
子
）

／
問
い
の
な
い
答
え
（
長
嶋
有
）
／

昭
和
の
犬
（
姫
野
カ
オ
ル
コ
）
／
南

冥
の
雫
（
船
戸
与
一
）
／
日
暮
ら
し 

上
・
下
（
宮
部
み
ゆ
き
）
／
歴
史
の

温
も
り
（
安
岡
章
太
郎
）
／
血
を
売

る
男
（
余
華
）
／
秘
密 

上
・
下
（
ケ

イ
ト
・
モ
ー
ト
ン
）

今月の お すす め 本
死
に
方
、
六
輔
の
。
／
わ
た
し
は
マ

ラ
ラ
／
国
家
試
験
カ
タ
ロ
グ
／
日
中

関
係
史
／
介
護
の
し
く
み
／
歴
史
で

わ
か
る
科
学
入
門
／
脱
ネ
ッ
ト
・
ス

※ 新着コーナーには、３月６日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
日
本
一
周
／
ふ

え
る
人
口
へ
る
人
口
／
自
然
が
つ

く
る
色
大
図
鑑
／
は
じ
め
て
の
相

対
性
理
論
／
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
の

な
ぞ
99
／
ポ
リ
袋
で
作
る
お
弁
当

／
ウ
マ
大
図
鑑
／
ピ
コ
の
そ
う
じ

と
う
ば
ん
／
ラ
・
プ
ッ
ツ
ン
・
エ

ル
／
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

／
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
ど
ろ
ぼ

う
?!
／
つ
み
き
だ
い
さ
く
せ
ん
／

す
ず
の
へ
い
た
い
さ
ん
／
い
の
ち

を
い
た
だ
く
／
に
ら
め
っ
こ
！
／

よ
る
の
と
し
ょ
か
ん
／
ま
て
ま
て

も
も
ん
ち
ゃ
ん
／
う
れ
し
い
さ
ん

か
な
し
い
さ
ん
／
だ
る
ま
な
ん
だ

／
ほ
ん
と
う
の
お
に
ご
っ
こ

い
ま
花
ひ
ら
く
小
さ
な
城
下
町
三

春
／
三
春
町
民
歌
「
栄
え
よ
三
春
」

戦国時代の流れを解説した一
冊。写真や地図、CG などが多
数載っており、名立たる武将
の活躍や合戦の様子を臨場感
たっぷりに伝えています。
今年の大河ドラマは、戦国時
代を舞台とした「軍師官兵衛」。
ドラマとあわせてぜひ読んで
みてください。

マ
ホ
中
毒
／
１
０
０
歳
ま
で
元
気
に

歩
け
る
体
づ
く
り
75
の
コ
ツ
／
運
命

の
子
ト
リ
ソ
ミ
ー
／
ち
ょ
っ
と
具
合

の
よ
く
な
い
と
き
の
ご
は
ん
／
小
泉

純
一
郎
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
／
バ
ッ
ハ

の
す
べ
て
／
日
本
の
吹
奏
楽
史
／
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
折
に
ふ
れ
て
／
始

め
る
！
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
／
経
済
学
大

図
鑑

『大図解戦国史』小和田哲男・著 
小和田泰経・著 平凡社

〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家

族
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不
安
や
ひ

き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む

方
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩

み
」
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で

は
専
門
家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
完

全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
担
当
（
保
健
師
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
３
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
９
時
30
分
〜

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

相
談
担
当

　

 

横
山
美
香 

臨
床
心
理
士

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

方
へ
〉

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２

年
１
か
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
（
※
）
が
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
が
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２

年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象

　
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す

　

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た

免
除
（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま

た
は
前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の

理
由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

は
、
災
害
・
失
業
な
ど
の
前
月
か
ら

災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々

年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特

例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
平
成
26
年
３
月
以
前
に

あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間

は
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
）

▼ 

申
請
方
法

　

役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、

　

一
部
免
除
（
４
分
の
３
、
半
額
、

　
４
分
の
１
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、

　
学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

▼ 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に

障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶

予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を

行
い
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業

な
ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

問　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

☎
０
５
７
０-

０
１
１-
０
５
０

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 　
　

  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

子
ど
も
・
親
子

健　

康

年　

金

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

視
聴
覚
資
料
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〈
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
停
止
し
ま
す
〉

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
作
業
を
行

う
た
め
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
定

期
間
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

稼
働
停
止
期
間

　

平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
13
日
（
木
）

▼ 

利
用
で
き
な
く
な
る
サ
ー
ビ
ス

▽ 

住
民
票
の
広
域
交
付

　

町
外
住
民
の
方
の
住
民
票
取

得
・
町
内
住
民
の
方
の
町
外
で
の

住
民
票
取
得

▽ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す

　
る
サ
ー
ビ
ス

　

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
・
変
更
・

更
新
な
ど

▽ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
関

　
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

電
子
証
明
書
の
取
得
・
更
新
な
ど

▽ 

特
例
に
よ
る
転
入
・
転
出
届

　

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
る
方

お
よ
び
世
帯
の
転
入
・
転
出
届

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
〉

　

県
内
の
事
業
所
に
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に
よ

る
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
中
小
企
業
な
ど
の
二
重
債
務

問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口
〉

　
「
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

〈
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
〉

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
過
去
10
年
以
内
に
納

め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き

る
期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
納
保

険
料
の
納
付
書
の
使
用
期
限
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
す
で
に
後
納
制

度
を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、
ま
だ

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納

付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
ま

で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年

４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ
る

納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご
用

意
の
上
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 　
　

  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▼ 

日
時　
３
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
楽
屋
Ａ

▼ 

対
象　

▽ 

町
内
に
居
住
す
る
方

▽ 

震
災
な
ど
の
影
響
に
よ
り
町
内

　

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、職
業
紹
介
、

　

応
募
書
類
作
成
補
助
な
ど

▼ 

そ
の
他　
相
談
無
料
、
事
前
申

　

込
み
は
不
要
で
す
が
、
予
約
も

　

で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
郡
山
窓
口

　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
９
６
０

タ
ー
」
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
風
評

な
ど
の
原
子
力
災
害
に
よ
り
事
業
活
動

に
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

の
二
重
債
務
問
題
や
事
業
の
再
開
・
再

生
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
出
身
者
や
公
認
会
計
士
な

ど
の
専
門
家
が
、
相
談
受
付
か
ら
債
権

買
取
を
通
じ
た
返
済
負
担
の
軽
減
な
ど

の
具
体
的
な
支
援
ま
で
、
一
貫
し
て
無

料
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
相
談
受

付
を
実
施
し
て
お
り
、
ご
回
答
い
た
だ

い
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
セ
ン
タ
ー

か
ら
連
絡
を
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
県
経
営
金
融
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
こ
れ
ま
で
の
支
援
事
例
な
ど
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
４-

５
７
３-

２
５
６
１

開設

田村地方

夜間診療所

　この度、田村地方に夜間診療所が開設さ

れることになりました。広報 1月号より 4

回にわたって、その詳細をお伝えしており

ます。

何のために夜間診療所をつくるの？

　診療所の目的は、内科、小児科疾患の一次救

急の対応です。風邪やウイルス性胃腸炎、家庭

では対処できない切り傷といった傷病が適応で

す。入院や手術を必要とする二次救急疾患、生

命に危険が及ぶような三次救急疾患には対応し

ておりません。

　脳卒中や心筋梗塞など、病院搬送までの時間

の遅れで予後不良となる疾患は、家庭からの救

急搬送が原則です。どうしたら良いかわからな

い時には、まずは電話でご相談ください。

　田村医師会の医師一名が交替で担当します。

医師会の医師は、内科、小児科、整形外科、外

科、耳鼻科、泌尿器科など専門性がさまざまで

すので、その日の担当医が対応できるか、受診

前にお電話頂ければ幸いです。

どんな先生が来てくれるの？

一次救急

▶ 問　保健センター ☎ 62-5110
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年　

金

仕　

事

暮
ら
し

開設

田村地方

夜間診療所

　この度、田村地方に夜間診療所が開設さ

れることになりました。広報 1月号より 4

回にわたって、その詳細をお伝えしており

ます。

『福祉の森公園』にできます。

夜間診療所はどこにできるの？

　月曜日から金曜日までの午後 7時 30 分～午

後 10 時まで（受付は午後 9時 30 分まで）で、

土日祝祭日、お盆、年末年始は休診となります。

診療時間はどうなるの？

休日は
お休みだよ

12

6

11

5

10

4

9 3

8

2

7

1

　前回お伝えしたように、この夜間診療所の目

的は、内科、小児科疾患の一次救急の対応です。

なので「日中よりも待ち時間が少ないから」、「仕

事の勤務時間が終わってから」というような理

由での受診は慎んでいただきますようお願い申

し上げます。

　田村
市役所
　田村
市役所

船
引
駅

船
引
駅

船引運動場船引運動場

船引高船引高

保健センター保健センター

福祉の森公園福祉の森公園

愛宕山愛宕山

市
運
動
公
園

市
運
動
公
園

公民館公民館

⇒⇒
船引町東部台船引町東部台

船引町船引船引町船引

常葉町西向常葉町西向

船引第２
工業団地
船引第２
工業団地

磐越東線

磐越東線

至いわき
　ときわ
至いわき
　ときわ

至
要
田

至
要
田

田村市

船引町
田村市

船引町

〈
ご
み
の
収
集
区
分
〉

　

４
月
か
ら
、
ご
み
の
収
集
区
分

が
変
わ
り
ま
す
。

▼ 「
燃
え
な
い
ご
み
」
か
ら
「
燃

え
る
ご
み
」
に
な
り
ま
す

　
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い
硬
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
汚
れ
の
取
れ
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
靴
、
長
靴
な
ど
。

▽ 

例　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
洗
面
器
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
デ
ィ
ス
ク
、プ
ラ
ン
タ
ー
、バ
ッ

グ
、
靴
、
長
靴
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
ッ

パ
ー
容
器
、
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど

▼ 

別
々
に
出
し
て
い
た
ア
ル
ミ
缶
と

ス
チ
ー
ル
缶
が
一
緒
に
な
り
ま
す

　
グ
レ
ー
の
コ
ン
テ
ナ
に
一
緒
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
、
今
回
配
布
し
て
い
る

チ
ラ
シ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
３
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▼ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず

い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金
は
使

〈
転
入
・
転
出
を
す
る
と
き
は

企
業
局
へ
ご
連
絡
を
〉

　

引
越
し
さ
れ
る
方
は
、
３
日
前
ま
で
に
忘

れ
ず
企
業
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
建
築
や
改
築
な
ど

で
水
道
の
使
用
を
一
時
中
止
す
る
場

合
や
、
長
期
間
留
守
に
し
水
道
を
使

用
し
な
い
時
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
土
曜
・
日
曜
・
祭
日
は
休
み

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

転
出
・
転
居
に
よ
り
水
道
の
使

　
用
を
休
止
す
る
時

　

水
道
は
、
引
越
し
の
当
日
ま
で
使

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
連
絡
の

際
は
、
お
客
様
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
転
居
さ
れ
る
日
時
、
転
居

先
住
所
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

転
入
に
よ
り
新
た
に
水
道
を
お

　
使
い
に
な
る
時

　

連
絡
の
際
は
、
水
道
を
お
使
い
に
な
る

お
客
様
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
使

用
開
始
日
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金
で

す
。
納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
る
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
各
取
扱
金
融
機
関
に
金

融
機
関
届
出
印
鑑
、
通
帳
と
水
道
料
金

の
領
収
書
を
持
参
し
て
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

た
む
ら
農
協
・
東
邦
銀
行
・
郡
山
信

用
金
庫
・
郵
便
局
・
各
支
店
、
東
北
労

働
金
庫
郡
山
支
店
・
郡
山
東
支
店

▼ 

問　
企
業
局 
水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
２
５
０
０

▶ 問　保健センター ☎ 62-5110
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 「
う
た
と
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」
開
催

　
（
平
成
25
年
度
Ｗ
Ａ
Ｍ
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
社
会
福
祉
振
興

　
　

助
成
事
業
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
あ
そ
び
と
ア
ー
ト
・
こ
れ
か
ら
事
業
）

　

親
子
で
心
地
よ
い
日
本
の
わ
ら
べ
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り

ホ
ッ
と
一
息
。
目
と
目
を
合
わ
せ
、
共
に
楽
し
む
親
子
遊
び
の
時
間
で
す
。

▼ 

日
時　
３
月
７
日
（
金
）
① 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分
、
② 

午
前

　

11
時
30
分
～
午
後
０
時
15
分
、
③ 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　

▽ 

①
、
② 

三
春
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
第
２
保
育
所
裏
、
富
岡
町
役
場

　

三
春
出
張
所
と
な
り
）　

▽ 

③ 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
小
ホ
ー
ル
」

▼ 

対
象　
① 

０
歳
～
１
歳
児
の
親
子
先
着
10
組
／
② 

２
歳
～
３
歳
児
の

　

親
子
先
着
10
組
／
③ 

未
就
学
児
（
４
歳
～
６
歳
）
の
親
子
先
着
20
組

▼ 

会
費　
親
子
で
１
０
０
円

▼ 

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
現
教
育
研
究
所 

大
沢
愛
さ
ん

▼ 

申
込
期
限　
３
月
６
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
お
や
こ
劇
場　

☎
62-

４
６
９
３

広　
告　
欄

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
共
益

費
、
組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

　

で
あ
る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障

　

害
者
等
の
世
帯
）
月
額
所
得
が

　

21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
３
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

～
３
月
６
日
（
木
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　

場
合
は
、
次
回
公
募
ま
で
随
時

　

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

員
会
を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
26
年
４
月

駅南ヶ丘団地
（中耐４階建・S55年）

団地名／構造・建築年

八島台５丁目１番地３

所在地

家賃：　14,500円
　　　 〜28,600円

３DK
１戸

募集戸数間取・階数

無

駐車場

３階

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

＜公営住宅＞

▼ 募集する団地

● 「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い

　

三
春
ダ
ム
の
貯
水
池
、
さ
く
ら
湖
の
周
囲
に
は
、
滝
桜
を
は
じ
め
桜

の
名
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
湖
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
々
に
快
適
に
桜
を
観
賞
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
さ
く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る
「
さ

く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
三
春
ダ
ム
周
辺
お
よ
び
田
村
市

役
所
周
辺
の
２
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
終
了
後
、
三
春
ダ
ム
資
料
館
や
ダ
ム
の
見
学
も
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
４
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
～
11
時
　

　　
　
　

終
了
後
、
三
春
ダ
ム
資
料
館
・
ダ
ム
見
学
（
自
由
参
加
）

▼ 

集
合
場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所
駐
車
場（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

▼ 

申
込
方
法　
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
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　この時季は、空気が乾燥し、火災が発生しやす
くなっています。
　火の取扱いには十分注意しましょう。
◆ 住宅火災を防ぐために
・調理中に離れるときは、必ず火を消す。
・暖房器具は、燃えやすいものから離れた位置で   
   使用する。
・住宅用火災警報器を設置し、定期的に作動点検  
   をする。
◆ 山火事を防ぐために
・風が強い時や空気が乾燥している時は、火の取
   り扱いに十分注意する。
・たばこの吸いがらは携帯用灰皿などで持ち帰る。
・火遊びは絶対にしない、させない。
・たき火はしない。

火の用心

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

● 

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員
「
国
税
専
門
官
採
用

　
試
験
」（
大
学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
国
税
専
門
官
は
、国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、

税
務
署
な
ど
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

▼ 

受
験
資
格　

▽ 

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽ 

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

① 

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

▼ 
受
験
申
込
受
付
期
間　

▽ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間　
４
月
１
日
（
火
）
〜
４
月
14
日
（
月
）

▽ 

郵
送
ま
た
は
持
参　
４
月
１
日
（
火
）・
２
日
（
水
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
通
信
日
付
印
有
効

▼ 

受
験
申
込
方
法　

▽ 

受
験
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

　

郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

▼ 

第
一
次
試
験
日　
６
月
８
日
（
日
）

▼ 

問　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

　１月 28 日御祭地内において、車両火災（ごみ収集車）
が発生しました。
　原因は「カセットガスボンベ」、「スプレー缶」、「使い捨
てライター」が「燃えないごみ」に入っていたためです。
　「カセットガスボンベ」「スプレー缶」「使い捨てライター」
は「有害ごみ」として出してください。

◆ 問い合わせ先　住民課生活環境グループ ☎ 62-2147

◆ ごみ火災を防ごう！
「カセットガスボンベ」、「スプレー缶」、「使い捨てライター」は

「有害ごみ」へ 

有害ごみ（月１回収集）
１月 28 日の車両火災

　

さ
い
。
申
込
書
は
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」、
町
民
図
書
館
、
役
場
窓

　

口
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

▼ 

主
催　
さ
く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼ 

後
援　
三
春
町
、
国
土
交
通
省
三
春
ダ
ム
管
理
所

▼ 

協
力　
三
春
ダ
ム
維
持
管
理
協
議
会

▼ 

協
賛　
大
滝
根
川
流
域
生
活
排
水
対
策
推
進
協
議
会
（
郡
山
市
・
田

　

村
市
・
三
春
町
）、
三
春
の
里
田
園
生
活
館
、
三
春
町
観
光
協
会

▼ 

申
込・問　
さ
く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
三
春
ダ
ム
管
理
所
管
理
係
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
62-

３
１
４
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

62-

３
１
７
０

募　

集
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発
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町
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務
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企
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情
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7
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1
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9
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3
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7
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１
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２
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報
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は
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№
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：2・9・16・21・23・30 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 16 ページに掲載しています。3 月の行事カレンダー ※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

確定申告（～17日 9時～15時・三春町運動公園談話室）

ミニシアター（10時～・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

三春町議会3月定例会開会（～14日予定・三春町役場）

三春町議会3月定例会一般質問（10時予定・三春町役場）

手作りおやつ（15時～16時・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

こころの健康相談会（9時30分～・保健センター）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

人権相談（10時～15時・三春交流館「まほら」）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

町内中学校卒業式

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

　　　

1（土）

3（月）

4（火）

5（水）

6（木）

8（土）

　9（日）

11（火）

12（水）

13（木）

14（金）

　

15（土）

18（火）

19（水）

20（木）

　

22（土）
24（月）
25（火）
26（水）

28（金）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

献血車来町（10時～16時・旧公民館跡地駐車場）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

ほ～っと倶楽部（13時30分～15時・福祉会館）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

町内小学校卒業式

岩江児童クラブ終了式（13時40分・岩江センター）

御木沢児童クラブ終了式（12時40分・御木沢小学校体育館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　　

わんぱくクラブ終了式（10時～・中央児童館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

保健センター開放日（9時～15時30分）

子育てサロン（10時～11時・保健センター）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

【行政相談】3 月 11 日（火）午前 9 時 30 分〜 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】3 月 11 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】3 月 4・11・18・25 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】3 月 7 日（金）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

【ほ〜っと倶楽部】3 月 18 日（火）午後 1 時 30 分
　〜午後 3 時／三春町福祉会館

●●●今月の相談●●●

3月2日

9日

16日

21日

23日

30日

石川医院（17時まで）
町立三春病院
（さとう薬局）
まつざき内科胃腸科クリニック
（千寿堂薬局）
橋本医院（17時まで）
町立三春病院
（コスモ調剤薬局小野新町店）
さとう耳鼻咽喉科クリニック

（げんじろう調剤薬局）
春山医院
（さとう薬局）
白岩医院

（日）

（日）

（日）

（金）

（日）

（日）

（

（

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

三春町
三春町
常葉町
常葉町
常葉町
小野町
三春町
船引町
船引町
船引町
三春町
常葉町
常葉町

☎62-2630
☎62-3131
☎77-2018
☎77-2870
☎77-3831
☎72-3711
☎62-3131
☎71-0305
☎81-1333
☎81-1555
☎62-3239
☎77-2018
☎77-2036

）

）

）

）

）

人口 17,413 人（-17）う
ち男性 8,470 人（-1）・女性 8,943 人（-16）／世帯数 5,540 世

帯（-5）人口・世帯数

3 月 31 日（月）　国民健康保険税 第 9 期　介護保険料 第 9 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 26 年 2 月１日現在（前月比）

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

25

1

7 86

14 1513

20 21 22

53

9

4

1210

16

11

1917 18

2

23

町営バス運休カレンダー（３月）

日 月 火 水 木 金 土

24 26 2827
30

29
31

◎ 真っすぐに　生きることこそ　親孝行（相良葉子・三春中学校１年）
※平成 25 年度青少年健全育成標語入選作品


